
●令和5年春開始接種
【接種対象者】初回接種を終了した以下の方、約14,000
人
①65歳以上の高齢者
②12～64歳の基礎疾患を有する方
③医療従事者、介護従事者等
【接種期間】令和5年5月8日～8月31日
【使用するワクチン】オミクロン株対応2価ワクチン
【接種体制】医療機関の個別接種及び特設会場での集団
接種
●小児令和5年春開始接種
【接種対象者】基礎疾患を有し初回接種を終了した5～
11歳の方
【接種期間】令和5年5月8日～8月31日
【使用するワクチン】小児オミクロン株対応2価ワクチ
ン
【接種体制】医療機関の個別接種

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

77,544

令和 5 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 新型コロナウイルスワクチン接種事業

補正予算

6,120

R5現計
予算額

[第 1 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 2 予防費

款 4 衛生費

項 1 保健衛生費

健康増進課

　令和5年春開始接種は、重症化を減らすことを第一の
目的に、5歳以上の重症化リスクが高い方を対象とし
た、オミクロン株対応2価ワクチン接種を実施する。

備　　考

事業 2
新型コロナウイルス感
染症対策事業費

根拠条例等 予防接種法

総合計画

新型コロナウイルスワクチン接種
対策費負担金　　　　　　29,975
新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業費補助金　　41,449

基本計画　１－１－１ 新型コロナウイルスなど感染症予防や対策の充実を図ります

71,424

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 71,424

県費

市債

その他

R5補正前
予算額

一般財源

補正額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬(会計年度任用職員等) 1,454 5,812 7,266
職員手当等 2,757 3,492 6,249
費用弁償(会計年度任用職員) 86 171 257
需用費 70 6,969 7,039
役務費 119 5,506 5,625
委託料 1,440 48,674 50,114
使用料及び賃借料 194 656 850
繰出金 144 144

合 計 6,120 71,424 77,544

(単位:千円)
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特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 3,524

R5補正前
予算額

一般財源 ▲ 308

補正額

財源の内訳（単位：千円）

備　　考

事業

根拠条例等 宇陀市職員の特殊勤務手当に関する条例

総合計画

新型コロナウイルスワクチン集団
接種委託料　　　　　　　 3,380
一般会計補助金　　　　　　 144

基本計画　１－４－１ 医療体制の充実を図ります

3,216

宇陀市病院事業特別会計予算(宇陀市立病院)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 給与費

款 1 病院事業費用

項 1 医業費用

経営企画課

　新型コロナウイルスワクチン集団接種を実施すること
に伴い、業務に従事する医師・看護師等に対して特殊勤
務手当の支給を行う。

[第 1 号] 事業別シート

１．新型コロナウイルスワクチン集団接種に係る特殊勤
務手当
　医師　　　　60千円×3人×16回＝　　　　2,880千円
　看護師　　　12千円×1人×16回＝　　　　　192千円
　　　　　　　　　　　　　　　　 ①計　　3,072千円
２．新型コロナウイルスワクチン集団接種に係る事務職
員手当
　管理職員特別勤務手当 9千円×1人×16回＝　144千円
　　　　　　　　　　　　　　　　 ②計　　　144千円
　　　　　　　　　　　　　 　合計①＋②＝3,216千円

・収益的収入　　　 4,034,858千円（＋3,524千円）
　（補正前予算額　4,031,334千円）
・収益的支出　　　 4,181,254千円（＋3,216千円）
　（補正前予算額  4,178,038千円）

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

4,181,254

令和 5 年度 宇陀市 病院事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 宇陀市立病院事業（収益的収入及び支出）

補正予算

4,178,038

R5現計
予算額
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